
「平成２８年度 ふくしまから はじめよう。学力向上のための

『つなぐ教育』推進事業」の推進地域の取組

拠点校名 会津若松市立河東中学校

推進協力校名 会津若松市立河東学園小学校

○ 市全体で小中連携に取り組んでき

たが、改めて学区の課題、その対策

について幅広く議論する。

○ 平成３０年度の中学校・小学校・

センター棟を結んだ校舎開校を前

に、今後の併設校舎の利点を生かした、小中連携のあり方についても議

論する。

○ 児童生徒・・学び方が身についていない、学ぶ意識・意欲が低い。

○ 教職員・・・小学校、中学校がそれぞれの授業の進め方で行っており、

共通認識が弱い。

○ 保護者・・・中学校に入ると、保護者会の参加率が下がる傾向がある。

○ 児童生徒、小学校、中学校の教職員、保護者は、それぞれの立場にお

いて課題解決に向けて取り組んでいるが、その目指す姿がばらばらであ

る。目指す姿を具体化し、さらに共有化し、課題の解決に向けて共通認

識・実践をすることが必要である。

子どもの夢が叶う「河っ子学びプラン」作成に向けて

１ 本年度の取り組み

３ 課題の解決に向けて

２ 課題の明確化



○ 小学校と中学校とのつながりを意識し、９年間の行動目標を記載した

「河っ子学びプラン」

を作成した。

○ さらに効果的な小

中連携を目指して、

小学校５・６年と中

学校１年の３年間に

着目した「河っ子学

びプラン」詳細版を作成した。

小中連携の授業研究会で「河っ子学びプラン」

の言語活動について検証を行った。意見の相違を

明確にするために、大きなホワイトシートに自分

の考えを書く活動を取り入れた。事後の教職員の

研修会でも同じ方法を用いて協議を行った。

（教職員の感想から）

○ 授業レベルでの接続が大切だと思う。義務教育

９年間を通した指導体制を構築するために、小学校５年生から中学校１

年生までの接続・継続の共通理解を進めていく必要がある。（小学校）

○ 小学校と中学校とでは、授業の進め方に差異があると感じた。課題設

定や学習の進め方、振り返りの場など、小学校と中学校における共通実

践により、学力の定着を図れるようにしていきたい。（小学校）

○ 「河っ子学びプラン」を作成する中で、小中連携の様々な可能性を感

じることができた。今後、併設校舎のあり方も含めて、実質的に足並み

をそろえて連携できるように話し合いを重ねていきたい。（中学校）

＜小学５年生・６年生・中学１年生の詳細版＞

＜生徒の話し合いの記録＞

＜小中教職員による協議＞

６ 成果と課題

４ 河っ子学びプランの作成

５ 授業検証




